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分子機能研究部門 高分子活性分野 ‾
(Departm e nt of Molecula rFu rl Ctio n, Division of Molecula rBiolog yandTherapeutic s)
高分子活性分野の赤尾三太郎教授 ( 現千葉大学名誉教
授) の後任とし て , 平成12年6月1 日付けで 三上が 教授
に就任した .
c o E外国人研究艮として , ブ ラ ジ ル 国 パ ラ ナ州立 ロ
ン ド リ ー ナ大学 よりEiko Nakaga w alta n o博士 が
｢pa T･aC OC Cidio de8brasilie nBis の 葬剤感受性試験と 免
疫学的同定法+ に関する共同研究を行うために平成12年
12月1 日か ら平成13年3月31日の予定で着任した .
宇野 潤は, 国際協力事業団(才IC A) の 要甜により ,
ブ ラ ジ ル国力 ン ビ ー ナ ス 市の サ ン パ ウ ロ 州立カ ン ビ ー ナ
ス 大学 へ , ATD S に伴う複合感染症対策 (カ ン ビ ー ナ ス
大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト) ヘ の 技術協力の ため､ 平成
12年9月24 日から11月19日まで 出張した .
c oE 関係で は非常勤研究員と し七田村美景が引き統
き真菌症の分子疫学的な研究を行 っ た.
エ ジ プ ト園 ア イ ン シ ャ ム 大学微生物学部 の Sherif
M ohazn ed Zaki帝師は エ ジ プ ト政府に よ る新 し い奨学
金制度 (チ ャ ネ ル シ ス テ ム) で平成11年12月28 日か ら2
年間の予定で, 当分野で真菌の分子分類学的研究を行う
ため に来Elした . また , 大学院自然科学研究科の博士後
期過程学生の渡辺佳世, 勝 正和および同博士過程 の前
期学生の 星野泰降が当分野の研究 に加わ っ た . 医学部4
年次の 基礎配属として 1名の学生を受け入れた .
研 究概要
本年度の研究活動の 概要ほ次の通りである.
1) 病原性No ca rdia の 薬剤耐性機孝削 こ関する研究
病凍性放線菌に よる抗結核剤リ フ ァ ン ピ シ ン に対
する耐性機構に関する研究で , リ フ ァ ン ピ シ ン の 23
位 の水酸基の A D PJ) ボ シ ル 化 に 至る不徳化機構が
全て 明らか に な っ た . ま た, フ ラ ン ス の 研究者 との
共同研究で , A D P- リ ボ シ ル 化 に 関する簸似通伝子
が , E , c oliやP. aeT ugiT W S a等 の グ ラ ム 陰性薗 に
おい て も存在する ことが確認された . それら の 遺伝
子が Clas8 1 Integr o n上 に ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ - ル
やテ ト ラ サ イクリ ン等 の抗生物質耐性適伝子と 一 緒
に存在する ことも明らかとな っ た.
病原性Nocard 払の耐性機構の研究で , マ ク ロ ラ
イ ド系抗生物質 ch lco mycin と tylosizl に 対する節
しい耐性機構として , 新しい 不括イ増毛棉を見い出し,
不倍化物質の それぞれ の 構造を2
'
-[0-(β -D-gl11CO -
p yr a no 畠yl)]chalco mycin お よぴ2
'
-[0･( β･gltlC O-
p yra n o syl)〕tylosin と決定した .
2) 病原性微生物の生産する新規生理悟性物質の探索
今年度もNoc wdia を中心とした臨床分離殊に つ
い て, そ の 二次代謝産物を検索した結果, 多くの 新
規化合物を見い 出した . N . bT･a 8illeTZSis IF M O406
より マ ク ロ ライ ド系の抗真南性化合物br asilinolide
Bを, またタイ国の患者から分離したAc ぬ om aduT.a
白p. IF M O70 紬ゝら, シ デ ロ フ
■
ォ ァ
- 活性を有する
新規な べ プタイ ド系の化合物を見い出した . さらに ,
N . bT･aSilien sis IF M O667 が生産す畠新規生理活性
物質Noca ra ci】1 8A-C を単離し, 構造を決定した .
本化合物は放線菌で は生産が稀と考え られ て い る テ
ル ペ ンイヒ合物 (モ ノ テ ル ペ ン) で あ っ た , 多く の
N. bra silleTZSis の革梯か ら, 脂肪酸と ラク ト ン 構造
を持 つ 新規化合物T1 0C a rdiohcto n eを , ま たす で に
報告したbrasiliquin o n eの 関連化合物で細胞毒性を
示す新物質を単離し, 構造を決定した.
3) 真菌の分数同定に関する研究
Histopla s m a caps u払 払Tn の IT S 溶 よぴE T S領
域の D N A解析が進み, 適伝子 パ タ ー ン か ら, 少な
くとも6群の グ ル ー プ に細分する ことを示すデ ー タ
が得られ, こ れ らの情報をもとに, 本邦 で分離した
菌株の感染場所の推定に 関する研究が進んで いる .
ブ ラ ジ ル お よぴア ル ゼ ン チ ン で分離された Pa racoc-
cLdioide8 brasillensis の IT S領域の塩基配列を決定
して , そ の情報に基づ い た同定用の 新 し い PC R プ
ライ マ ー を作成し報告し た . ま た, 本 P C R プライ
マ ー を用い た nested PC Rに つ い て も, その有用性
を検討した .
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新たに 本邦で 臨床材料か ら分離 した C, albican s
に つ い て , 遭伝子解析を進め た結果 , 5株の C･ du -
みIh iensis株が分離され た. ま た, ITS およ ぴ Dl/
D2領域の 遺伝子配列 は C. albica TLSで あ るが , C･
dublinieTLSis の イ ン ト ロ ン と構似の塩基配列を持つ ,
c. albic a ns を2株分離して , 新 し い 遺伝子 タイ プ
(gen otyp ye 丑) とし て報告 した ,
4) 兵菌の病原性に関する検討
c. dublinlen8is 払 新種の カ ン ジ ダと し て 最近
そ の存在が知られ, 精力的に研究がなされて い るが,
病原性に関して の知見 はまだ乏 し い . そ こ で , C･
血blin eTWis と C alble a nsを病原性の 面 で比較検
討した . C. 血blin eTL8lB の マ ウ ス に対する経静脈的
感染で は, C. alblca TLS感染より長期生存 を観察 し
た . 病理組織学的検索に お い て 臓器内の C. 血bli-
nie'L8is は , a. albica 'LSが菌糸形で存在する の に対
して, 主に酵母形で 存在した . 炎症反応 臥 C･ al-
あ血a ns よ り C. dublin en sis の方 で激しく羅め られ ,
p M Nに よる殺菌能の 判定で は, a. dzJblin eTZSis が
より容易に食菌されるこ とが 明らか とな っ た . 以
上か ら , a. 血bllTue nSis の 病原性は, C. albie a ns
より低い レ ベ ル書こあ る こ とが示された .
HIV陽性者 より分離された CT
.
･ T WOfoT. m an Sは,
EIV陰性着から分離された CTT
･
. ne OfoT･ m a n Sより も
多様な性質を示す株が 多く存在する . 今回iも C h
n eo/oT･m an Sの菌種の 同定に広く使用されて い る メ
ラ ニ ン 生産髄を欠い た株を見い だ した . メ ラ ニ ン 生
産能を欠い た株 札 実験的に 得られて い る が, 自然
界か らは, 見い だ される こ と はほと ん ど無 い ･ 現
在C'･. n eofon n aTiSの 選択培地とし て メ ラ ニ ン 生産
する カ フ‾ェ イ ン酸を添加 した コ ー ン ミ ー ル 寒天培地
が推奨されて い る . しか し, エ イ ズ患者由来の 検件
の場合 札 メ ラ ニ ン 生産能を欠い た株が存在し, こ
の培地 を選択培地として利用する場合は注意が必要
去ある .
5) 抗真菌割 に関する研究
F K 463 は, 細胞壁合成阻害を作用機序とするリ ボ
ペ プチ ド系抗真菌性抗生物質で ある . F E. 463 はこ の
抗生物質群の 申に 糾 ､て抗菌 ス ペ ク ト ル が比較的広
い物質であるが, 異常感染の臨禾に お い て疾患の 多
い Cr. n e ofor Tna n Sに対し て は 離 を示さな い . 我々
は , FE463の CT
･
. TLe OfoT･Tn a nS へ の 抗菌 ス ペ ク ト ル
の 拡大を目的に既存抗真菌剤との併用を検討した ･
F K 463 は, a mphotericin B との 併用 に よ り, Cr ･
neofo'･ m a'I Sに対 して , 殺菌作用を含む顕著Tj:相乗
作用効果を示すこ とを見い だした . こ の 効果は, i,i
oitro の み な らずiT ” iuo に お い て も観察された .
ま た, 使用 した全て の被検菌 (So株) に対し て 併用
効果が観察され , Cr . n e ofor m a ns 感染症に 対し て
広く使用で きる可能性が示唆された,
製薬会社と の共同研究で合成され た800以上 の化
.
合物に つ い て , ア ゾ ー ル 耐性菌を含めた真菌を用い
て , そ の抗真菌活性を検討した. ま た , そ れ らの 活
性と構造 の相関性 に関して 得られた情報に基づ い て ,
新たな化合物の合成を始めて い る . そ れらの 中 で ,
掛 ､活性を示す化合物に つ い て 軌 現在動物実験を
進めて い る.
6) A T P感受性 E＋ チ ャ ネ ル に つ い て
ミ ト コ ン ド リ ア内膜に存在 し, 細胞の エ ネ ルギ
ー 産
生 の 制御に か かわる と想定 される A TP感受性K
'
チ ャ ネ ル の チ ャ ネ ル 活動を免疫系の浮遊性継代培養
細胞で ある Jurkat細胞か ら記録 し, こ の 生理学的
性質に つ い て検討した. ま た, 噂乳軒細胞の 膜電位
依存性 Ca2＋ チ ャ ネ ル を構成する サ ブ ユ ニ ッ ト の う
ち でβ サ ブ ユ ニ ッ ト をb aitと し て用い, Y8aSt-tW O-
hybrid法 に よ っ て , こ の サ ブ ユ ニ ッ ト が , カ ル モ
ジ ュ リ ン を結合する低分子畳 G 蛋白質の ひと つ と
して報告され て い たが , 機能 は不明であるkir/G㊤m
蛋白分子と相互作用することを見出した. さらに パ ッ
チ ク ラ ン プ法など電気生理学的手法を用い て調 べ て
見ると kir/Gem 分子 は, 膜電位依存性 Ca
a ' チ ャ
ネ ル の細胞膜における機能的発環を癒着に抑制する
ことが明らか にな っ た . ま た, エ ピ ト ー プ ･ タ グ の
っ い た C8. ' ＋ チ ャ ネ ル や , kir/G8 m 蛋 白分子を達
伝子工学的手法で発現させ, 免疫組織化学的手法で
爾 ベ て みると, k ir/Ge m分子 は, Ca
匂＋ チ ャ ネ ル 分
子の細胞膜 へ の輸送を抑制して い る ことが明らか に
な っ た . こ れ は , 低分子量G蛋白質に よる Ca
五 ＋ チ ャ
ネ ル分子の機能発現制御という新しく重要な発見で
ある .
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tified: the ge ogr aphic gr o llp Of As ia w a白
fllrther clas sified into tw o 8ubgroups of Asiall
a nd A8ia-2 baB 8d on the IT Sty ping. Clin c al
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･
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65, 2000.
Seve n a na erobic bacteria_ wer e is olated fro m
t･he c on c r etion畠 Of lacrim al c aTl alic uliti8 tlBing
β-1a cta m a ntibiotic, aztre ona m a nd brain he art
inf11Bio n m ediu m . T hey w ere identified a畠 Ara -
chntcapropionic a(PT･OPio niba cteT･iu m pT･OPio ni-
cus) by a tr aditio n al ide ntific atio n 畠yBte m . For
tll e rapid identific atio n of A. pT･OP80 nica and
Ac 血 omyce8isra elllwhich have bee n beli8Ved
to be principal ca u 8ative 8gentS Of lacrim al
c a 皿 alic11iti白
,
ne w P C Rprim ers bas ed on 8 equ -
e nce of 16S-rR NA sequ e n ce s of both species
w ereprepared. T h8Se prim er pair s w ere fo u nd
to be specific to each spe cies a nd u seful for the
r apid identific atio n of both age nts . Since So m e
part日 Of the 16S-rD N As eqllen C ein A. propionic a
hav e n ot yetbeen elu cidated, the e ntire 畠eqlle nC 8
of t･he am plified P C R fr agm e nt (344bp) w a s
deter mined.
8) Naa s T, Mika mi Y, lmai T, Poir el L, Nord-
m arl n P : Cha racteri之ation of ln53, a cla s 昌1
pla8mi d- a nd co mpo site tran SpO B O nl o c ated in -
tegro n of Escherichia c olt, which c arrieB um u S ual
arr ay of ge n eca ss ette sin clllding a n AI) P-ri bo-
8ylation gene c o nfer rl ng resistanc etO rifa mpin .
J Ba cte rio1 183: 2354-2359, 2000.
Ftl rtler Chara cteriz ation of the ge netic envi-
r o n ment of the E . c oltextended-8pe Ctru m β -
1actam a s e
,
blav 血. L, r e ve aled the pre s e JI Ce Of a
plas mid-lo cated cla881 integr o n, In53, which
c ar ried eightfll nCtio nal re sista n ce ge ne cass ettes
in additionto blavEll.1 . W hile the a ad B and the
a T
･
T
･‾2 gen e c a昌Bet teS W ere identic al to tho s e
previou畠1y descri bed, the r e m ain l ng C ass ette s
w ere n o vel: (i) a n ov eln on-e n zym atic chlo ram-
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phe nicol resista n c egen e of the c mlA fa mi ly;
(ii)a gac 且11e en c oding a membe r of the Sm all
m ultidr喝 reBista nce family of protein s, (iii) a
fu包ed g6ne ca 白S ett8 a a CA l b/oTfG, which e n co-
de s a n ov el 6
'
- N-acetyltr a n 8fcr asea nd (iv) a
fu畠ed gene c a s s ett, O X alO/ a ad Al, which i白
m ade of tw o ca s s ette 畠 preViou昌1y desc ribed &8
8in岳18 Ca 8Sette 昌. In additio n, oxa]Oand a ad Al
ge nes w ere e xpres8ed fro m their o wn pr o m oter
8 eqnenC epre se nt uPStre arn Of the oxalOc asette･
Arr
‾
2 c oded for aprotein that sh8red 54%
amino acid identity with the rifampin A D P
-
riboBylating tr a nsfer aBe enc oded by the arr
-1
ge nefrom Myc obateriu m sTn egm aぬ D S M 437561
w hile in M . s m egln ati8, the m ain in activated
c o mpound w a s23-ribosyl-rifa mpin; the in acti
-
v ated antibiotic r ec o v er 8d fro m a. c oltc ulture
w as 23- 0- A D P-ribo sylJnfam pin . T he integr a s e
gen e ofln53w a sinter n lPted by an IS26 inse rti
o n s equ e nc e, which w asals opr e sent in the 3
'
c
o n s er ved gegm e nt･ Thus In5S i8 a trunc ated
integTO nlo cated on a c o mposite tr an 8pO8 0n,
n a m ed Tn2000, m ade of tw oIS26ele m ents in
op posite o rientatio n. Target site dllPlic atio n at
both e nds of the transpo 8On indic at8d that that
theintegr onlikely w as in8 erted into thepla白mid
thr o tlgh a tr a nposition al pr oce8S ･ h 5S is the
fir8t de s cription of a n int8grO n located o n a
co mposite-tr an spo BO n.
9) 津田正昭, 平井行 - 1弘 神原 一 郎, 石Efl久乱 石黒
和守, 熊切正鳳 八田寿夫, 木村書延, 三上 嚢 :
居所温熱療法が奏功した皮膚限局型ノ カ ル ジ ア症 の
1例. 皮膚科の臨床 41 : 1353-135 7, 1999.
10) 津田敏最 小島正裕, 高橋晴雄, 望月英典 , 三上
要 : フ ル コ ナゾ - ル 耐性 Chndida albica TL9 に 対す
る ミ コ ナゾ - ル の 抗真薗活性 . 医学と薬学 44:507-
50g, 2000.
l l)Sa n° A, Vile a M M S, Takahashi I, FIJkushiTna
K, Takiz a wa 冗, da Silv a M T N, Un o a, Nishi
-
m u ra K, M iyaji M :Is olation of CbTZdida dubli-
nie nsis fr om the or al c avity of an HIV-po sitiv e
childin Br a zil. Jpn ∫ M ed Myco1 41: 17
-181,
200 .
12) KtlrOda a, Fukai
K
,
No m ura T :
antifu ngal cyclic
culzLS POlyTnyX a
T
,
Ko ni 血i A, Uno J, Ku ru s n
LI-F a ntibiotics, a fa mi ly of
depsipeptidespr odtlC ed by Ba-
L-1129. Hetero cycles 53: 1533-
1549, 200.
Tw elv 8 a rltifungal depsip8pid8 antibiotics
n a m ed a8Ll-FO3a, ”- FO3b, ” -FO4a, ”-F O4b,
I,I･FO5a, I.I-FO5b, ” -FO6&, LI-FO6b, Lt-FO7a, LIP
■FO7b, LI-FO8a and LI-F O8b ha vel〕een isolated
fr o mthe fer m entation broth of BacillusPOty-
myx a し1129 by u se Of e xten sitv e preparative
E PI.C. Not oTl y their intrinsic antiftlngal and
anti→ Gr a mpositive ba cterial activity, they■also
sho w ed uniqtle Synergistic antifungal effect in
co mbination with the a2iOle gr ollp antiftlngal
agent8. T he 8tn lCtllr a1 8tudie白 disclosed that
they are cyclic dep81pePtides c o mposed of Six
amino a cids(three of the m, L-thre o ni e, Ddllo-
thre o nine and D- alanine b8ingin c o mm on a m o ng
allc omponents and other three a min o acids
va riable) o n which i8 Stlbstitllted by 8｡ 15-gua-
nidino-3-hydr o xy pentadeca n oic acid.
著書, 雑観, 解艶
1) Go n oi T, Sein ea(2000). Str u cttlre and fun ctio n
of AT P-s ensitive E＋ chan nels. In fhndbo ok of
Expe rim e ntal Pharm a c ol gy v ･147
”
Pha rt na-
colog y of lo nic C ha n nel Function : Activ ator s
and lnllibito rs
” (Ed8 M . Endo, Y . Kurachi, ” ,
Mishin a)Springe r- Ve rl乱g, Berlin,p ･2711295,2000･
学会発表 (国際)
1) Lephoto C, Dabbs E R, Yaz aw a K. Mika mi Y:
Ide ntific ation of Noc a T･dia bra 8iueTLSis D N A
confeming ability to in &ctivate rifa mpin by
gluc osylatio n (abstra ct, 130). 40th ICAC, Sept
17･20, 2000. Canada
2) NiBhim ur 8Ⅰく, Fujio a, M ikami Y, Miyaji M:
Inported myco ses in 3apan. T he 7 th C hina-
Japan lnte rnation&1 Co ngre s sof M icrobiolog y
(7tI CJIC M), 2000, Cllin a.
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3)Sa n oA, M ikami Y, Negr oni 氏, Nishimll ra a.
M iyaji M: A n e w P C Rprim er for the
identificatioT1 0f PaT･a C O CCidioides bra $llien sis
ba B ed o n rR N As eqll e n C eS c o°ing the inte r n al
tra n B C ribed 8paCerS (ITS) and 5.8S regio ns.
14th lS H A M World Co ngr e s s, M ay, 20 0, Arge-
ntin a
4) Na 乱sT, M i knmiY, lmai T, Poirel･L, Nordm a n n
P : Characteriz ation of ln53
,
a cuss1 pla 白mi d-
a nd co mposite traTISpO SOn -1o cat8d int8grO n Of
Es che rlchia coli, which carries a nd lln u Stl al
arr ay of gene c as settesincluding a n A D P-ribo-
sylatio nge ne C O nfe r rlng r e SiBt8n C etO rifa mpl n
(abstra ct P90). 40th IC C A C, Sept 17-20, 20 00,
Ca n ada.
5)Sie ne n D, Gon oi T: A T Pse nsitiveio n cha nTlel
in the inn e r mitochondrialm em bran e ''Ne u ro-
pr otectio n
Unive r Bity
6) Go n oi T:
ftl n Ction al
chan n e18:
a nd NelrO rePair
b
,
M ar 2ヰ 2000,
of Magdebll rg, Ger ma ny.
P E A-m ediated phoBpho rylatio n and
m od11ation of the A T P{s e n sitive Iく＋
the diffe r e nt role s in K ir6.2 & nd
S U R IBllbunits. Fo r efr o ntsin n8phrolog y:hte r-
natio nal Sym po 8ill m O nr egllhtio nof m e mbr a n e
t,ran 畠pOrt prOtein8 :Their life in-the cell, Seゃt
21-24
,
2000. Haya m acho, Kan aga w a, Japa n.
7) Nakai T, UrLO J. M iyaji M: h vitr o a ctivity
of F K 463
,
a no vel antifunga1 1ipop8ptide, agai-
nBt Clinically importa nt, les8 CO m m On m olds
and dim orphic fungi. 39th lnt8rS Cienc eCo nfer e-
n c eon Anti mic robial Age nt白 andChem otherap y
(IC C A C), Abstr act p569, 1999. Sa n Fran cisco,
U S A. 1999.
8) Uno J, Sa n oA, Ni8him 11ra E, M iyaji M, Aoki
F E: Stlldies on th8 CTy PtOC O CELS n c o/ rm an s
v ar ･
.
n e oform ans is
J
olated fr o m the c e rebr o8pinal
fltLidof EIVpositiv e patients in Ca皿 pin a s,
Sa oPa ulo, Brazil. 14t h IS H A M 2000, A bstr act
pl13, M ay, 2000, Bu e n o sAir e s, Arge ntin a.
国内学会 .
1) 原田健 一 , 喜田浩点乱 緒方恭子, 藤井清永 , 矢沢勝
清, 三上 嚢 : 病原性AetiTW Tn adu ra sp . が 生産す
る新規 ペ プ チ ド類の構造 ;第120回 日本薬学会韓涜
要旨集2 , p66, 2000.
2) 田中泰至, 根本 明, 小牧久幸, 矢沢勝 滞, 兼備
敬, 高木広明, U do Gr a efe, 三上 嚢 : 病原性 No-
ca T
.dia の 生産する n o c a rdio18CtO n eお よびbr asili-
q11ino n eD の 構造と悟性 ;2000年度日本放線菌学
会大息 溝潰要旨免 p77, 2000.
3) 根本 明, 小牧久幸, 田中泰至, 乗傭 敬, 高木広
明, 矢沢勝手乱 三上 袈, 津田正史, 小林淳 一 : No-
c a T
.dia bT.a SllieTWis が生産する新規生理活性物質
nocar a白in8 A-C に つ い て ;2000年度日本放線菌学
会大会, 昔漬要旨集, p78, 2000.
4) 高森紀彦, 農本相敵 中尾圭太郎, 勝野達郎, 鈴木
康夫, 三上 嚢, 矢沢勝清, 斎藤 康 : 重症漁溶性
大腸炎の経過中に 肺ノ カ ル ジア症を来した 一 例 ;罪
5回千葉医真菌研究会, 学術韓涜会 , 要旨集, p2,
2000.
5) EI村美貴, 渡連佳牡 矢沢勝清 , 三上 嚢 , 西村和
子 : 本邦における Candida albieaT8Sの新 し い 分離
株とその遺伝子多様性;第5回千葉其菌症研究会学
術講墳会, 要旨集, p3, 200.
6) 渡逮佐世, 田村美貴, 矢沢勝清, 田中玲子 , 三上
業, 西村和子 : 本邦の Chndida albic a n s臨床分離
珠から遺伝子解析に より発見されたCTa ndlda 血bll1
1ue n 8is に つ い て ;第44回日本医真歯学会総会 , プ
ロ グ ラ ム ･ 抄録集, plO5, 2000,
7)Zaki Sh M, H8.S S an A】吐, Ka r a m El-Din A A,
Yo u88 ef A Y, Ta m ura M, Eo shino Y, Yaz a w a
E
, Mi hmi Y: Ⅰ501a.tion of ker atin ophilic fu ngi
fr o mEg y ptia n m uddy s oil
.
, 第44回日本 医真菌学
会総会, プ ロ グ ラ ム ･ 抄録集, p93, 2000.
8) 繁森英幸, 小牧久幸, 矢沢勝清, 三上 轟, 根本 明,
田中泰至. 小林淳 一 : Noc a rdia 属放線菌より単離
したbra昆ilic8rdin A の構造と生合成 . 日本化学会
第78春原年会, 2000.
9) 小松 一 里, 繁森英幸, 三上 妻, 小林好 一 : 海洋真
菌由来の新規5環性化合物s e r agakin o n eA の構造 :
E]本化学金策78春期年会, 2000.
10) 田村美貴, 今井玉枝, 渡蓮佳世, 矢沢腰帯 , 三 上
裏, 赤尾三太郎, 西村和子 : E TS領域の 塩基配列 に
基づくタ イ園で分離された H istoplasm a c apszLlatu T n
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の 種内多様性: 臭菌 フ ァ ー ラ ム . 第1回学術集会
r
l
新 し い 世紀に 向けて 真菌症 へ の新たな る挑戦+
p34, 2000.
ll) 田村美景, 矢沢勝清, 今井玉枝, 三 上 袈, 赤尾三
太郎, 西村和子: CTa Td Lda alblc an 8の 申 に 存在 し
た Ca ndida dublin eTWis由来の グ)i, - プ1 イン ト
ロ ン
. 第73回日本細菌学会総会, 日本細菌学雑誌
55: 395,
･2000.
12) 佐野文子, 三上 嚢 , 焼山排治, 福島和貴, 宮治
乱 M ontenegro M R, 西村和子 :Parac o c ct･dtoides
br a81uen 8is感染 マ ウ ス : パ ラ フ ィ ン 包埋組織か ら
の 43k D且 糖 蛋 白 抗 原 連 伝 子 と IT Sl･5.8s-
IT S2rR N A達伝子の 検th. 欝21回関東医真菌懇話
会, プ ロ グラ ム 辞面抄録集, p12, 2000･
1a) 田村美資, 渡辺佐世, 勝 正和, KaBtlga T, 三 上
集, 西村和子 :E TSおよびIT S領域の塩基配列も基
づく H istopla s m a capszLlatu m 菌株の多様阻 第44
BIE]本医真歯学金線会 , 真薗誌41: 106, 200.
14) 佐野文子, 三 上 衰 , 横山新治, 福島和恵 , 官 給
誠, 西村和子 . Pa ra c o c eidioide8 br asiliensis 感染
マ ウ ス / パ ラ フ ィ ン 包塊組織からの 43k D8 糖蛋白
抗原遺伝子とIT Sl-5.881IT S2 rR N A辻伝子 の 検出
(フ ォ ー ラ ム) . 第44回日本医其蘭学会総会 , 真菌
%41: 80, 200.
15) 宇野 潤, 鎗田響子 , EE[中玲子 , 佐野文子 , 福島和
瓦 三上 袈 , 官給 誠, 西村和子 : エ イ ズ 患者か
ら分離され た メ ラ ニ ン 生産地を欠く CT3JPtOCO C C u 8
n e oform a ns に つ い て . 第44回日本医其蘭学会総会
其菌誌41: 108, 2000.
16) 宇野 潤, 鎗田響子, 三上 妾 , 官冶 誠, 中井
徹, 池田文昭, 俵 修 一 : リ ボ ペ プ チ ド抗真菌薬
FK463と a mphotericin B の CTつ,PtOC O C Cu S ne Ofor-
m a ns に対する併用効鼠 算44回日本医真菌学会級
金, 真菌誌41: 116, 2000.
17) 亀井克彦, Maria M arlucedo 昌Sa nto8 Vile a , 佐
野文子 , 田中玲子, 宇野 潤, 高塀 - 朗, 伊藤純子,
鎗田響子, 西村和子, 宮治 誠 :CaT uiidadublinLeTLBis
の病原性 に関する検札 第44回日本医真菌学会総会,
真菌藷41: 74, 2000.
国際交流活動
1) 芋野潤: ア ル ゼ ン チ ン 園ブ エ ノ ス ア イ レ ス市で 5月
8 日 - 12 日に開催された14th Co ngr e s Of the ln -
tQr n ation8.1 Society for Ellm a n a nd An im al･
Mycolog y(IS E A M) に 出席し , 続い て ブ ラ ジ ル 国
力 ン ビ ー ナ ス大学に寿い て , 病原其菌系統保存に 関
わる成果発表と研究討輪の ため ( 平成12年5月6 日
から5月20 El まで)出張した .
2) 台湾行政院衛生署疾病管制局部長 陳 豪勇博士が
共同研究の打ち合わせの ため来日した (平成12年12
月19日 - 22日).
3) 南ア フリカ ウイ ッ ト ウ オ夕 - ス 大学遺伝学郡Eric
R. D&bb与教授は共同研究の打ち合わせの ため来日
した (平成12年12月25 El).
4) エ ジプ トア イ ン シ ャ ム 大学微生物学部Yo1S88f A.
yo u8&ef教授札 Sherif M. Zaki韓師との 間で当
セ ン タ ー で 行われて い る共同研究の討議の ために来
日した (10月13日 - 30 日まで).
国際共同研究
1) ブ ラ ジ ル 国 パ ラ ナ州立 ロ ン ド リ - ナ 大学 M & rio
A喝 tl StO On o博士およぴ パ ラ ナ州立 マ リ ン ガ大学
Tere或nha lnez Estiv alet Svid 由良kl博士 : ブ ラ ジ
ル 由来病原其菌の細胞生物学的およぴ免疫学的研究.
2) タイ国保健衛生研究所 N. Po onw 血 博士 :病原真
菌および放線菌の分子分類学的研免
3) ドイ ツイ エ ー ナ大学 U. Gra efe 教授 : 微生物の 二
次代謝産物の構造に関する研究 .
4) 南ア フリ カ ウイ ッ ト ウ オ夕 - ス 大学 Eric R. Dabb8
教授 :病原性放線菌の薬剤耐性遺伝子に関する研究.
共同利用研究 (国内)
1) 東邦大学薬学部 百瀬弥寿徳教授 : ポリ エ ン抗生物
質と ス テ ロ - ル 複合体の 副作用軽減に 関する体内動
態の解析.
2) 東京大学分子細胞生物研究所 横木祐 一 教授 , 森崎
尚子博士 : 抗生物質の不清化に関する研究 .
3) 大阪大学大学院理学研究科 村田道雄教授 : ア ム ホ
テ リ シ ソ B の 新し い誘導体と抗真菌活性に 関する
研究 .
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普及活動 (テ レ ビ)
日本テ レ ビ (特命リサ ー チ, 奇跡 の水)
平成12年11月26 日(三上 妻).
科学研究史
1) 三上 凄(代表): (海外で感染する其菌症の 原因薗
の迅速同定法に 関する研究 (研究課題番号11670259)
平成11年度文部省科学研究東浦助金.(基盤研究C)
120万円, 平成10年産科学研究費補助金実凍報告書 ,
1999.
2) 五ノ井 透 (代表者): ｢ミ ト コ ン ド リ ア の A T ‡)感
受性E＋ チ ャ ネ ル の 構造と機能+ (研究課鷹番号11
670080), 平成11年渡文部省科学研究費補助金 (塞
盤研究 C)300万P], 平成10年産科学研究費補助金
実練報告書, 1999.
3) 矢沢勝清 (代表者) : 日和見病原菌, ノ カ ル ジ ア の
土壌中の 分布に つ い て (研究疎意番号11922032) 平
成11年度文部省科学研究費 (奨励研究B), 27万円,
平成10年度科学研究費補助金実壌報告書, 1999.
そ の他の 研究助成金
1) 五ノ井 透 (代表者): 碁財団法人 土屋文化振興財
団 ｢ミ ト コ ン ド リ ア におけるA T P感受性 K' チ ャ ネ
ル の研究+ 68万円, 20DO.
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